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市
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

　

先
月
は
市
内
各
地
で
行
わ
れ
ま

し
た
運
動
会
や
文
化
祭
、
敬
老
会

や
地
域
の
お
祭
り
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
秋
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
声
掛
け

い
た
だ
き
、
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

各
会
場
で
皆
さ
ん
の
元
気
な
笑
顔

に
接
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
力
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

秋
の
イ
ベ
ン
ト
と
と
も
に
、
世

の
中
も
冬
支
度
が
始
ま
っ
た
よ
う

に
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
観
光
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
で
あ

る
「
さ
の
あ
か
り
」
を
今
年
も
開

催
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
「
さ
の
あ
か
り
」
は
昨
年

初
め
て
開
催
し
、
大
変
好
評
で

あ
っ
た
た
め
、
今
年
は
昨
年
の
会

場
で
も
あ
っ
た
出
流
原
弁
天
池
・

磯
山
弁
財
天
と
、
閑
馬
町
に
あ
り

ま
す
「
人
間
国
宝
田
村
耕
一
美
術

館
」
を
新
た
に
会
場
に
加
え
、
開

催
い
た
し
ま
す
。

　

７
月
１
日
号
の
広
報
さ
の
で
も

作
原
の
星
空
と
と
も
に
、
宿
泊
に

つ
な
げ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
触

れ
ま
し
た
が
、
夜
に
し
か
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は

ま
さ
に
、
市
外
、
県
外
の
方
に
も

し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

道
の
駅
ど
ま
ん
な
か
た
ぬ
ま
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
「
映ば

え
」

ス
ポ
ッ
ト
が
多
く
、
人
を
魅
了
す

る
力
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
だ
け
で

は
な
く
、
複
数
の
魅
力
の
掛
け
合

わ
せ
が
訪
れ
て
み
た
い
と
考
え
る

原
動
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

佐
野
市
に
は
お
い
し
い
グ
ル
メ

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
佐
野
プ

レ
ミ
ア
ム
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
と
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
掛
け
合
わ
せ
て
、
観

光
客
、
そ
し
て
宿
泊
客
の
増
加
に

つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
さ
の
あ
か
り
」
は
18
ペ
ー
ジ
に

開
催
日
時
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
そ
ち
ら
を
確
認
の
う
え

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
い
た
だ
き
、
幻
想
的
な
光

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

！

佐野市長

金子　裕

よ
う
こ
そ

剣道に魅せられて

学
校
の
部
活
動
に
始
ま
る
北
川
さ
ん
の

剣
道
歴
は
60
年
に
な
り
ま
す
。
段
位
は

教
士
７
段
。
剣
道
部
の
入
部
動
機
は
、
映
画
の

主
人
公
「
赤
胴
鈴
之
助
」
へ
の
憧
れ
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
高
校
や
大
学
時
代
も
部
活
動
や
地

域
道
場
で
の
稽
古
を
続
け
、
大
学
４
年
の
時
に

は
、
母
校
の
佐
野
高
校
で
剣
道
専
門
教
諭
が
不

在
の
１
年
間
、
非
常
勤
講
師
を
依
頼
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
も
剣
道
連
盟
の
稽
古
会
、
田
沼
剣
友
会
、

洗
心
館
、
佐
野
高
校
、
城
東
中
学
校
な
ど
で
剣

道
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
退
職
後
の
試
合
は

県
予
選
を
経
て
、
栃
木
県
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
全
国
大
会
」
に
３
回
出
場
、

一
度
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

と
は
言
う
も
の
の
、
北
川
さ
ん
は
中
学
校
の

社
会
科
の
先
生
で
す
。
地
域
の
歴
史
な
ど
の
研

究
著
作
な
ど
も
あ
り
、
社
会
科
の
資
料
集
な
ど

の
編
さ
ん
も
行
っ
て
い
ま
す
。
著
作
に
は
渡
良

瀬
川
流
域
の
水
運
や
、
中
学
社
会
の
歴
史
分
野

資
料
の
収
集
と
教
材
化
し
た
も
の
、
天
明
鋳
物

に
つ
い
て
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

後
に
、
学
校
現
場
か
ら
佐
野
市
教
育
委
員
会
、

栃
木
県
教
育
委
員
会
へ
の
異
動
や
、
市
内
３
中

学
校
の
校
長
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。
学
校
で

は
剣
道
部
顧
問
、
そ
し
て
安
足
教
育
事
務
所
時

代
に
佐
野
剣
道
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
、
今
に
至

り
ま
す
。

　

剣
道
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
、
10
代
の
若
い
方

か
ら
高
齢
の
方
ま
で
一
緒
に
稽
古
が
で
き
、
指

導
し
た
生
徒
が
上
達
し
た
と
き
や
、
技
が
決
ま
っ

た
と
き
な
ど
に
嬉
し
さ
や
喜
び
を
感
じ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

（
市
民
記
者　

福
田
満
）

北川　嘉
よ し お

男 さん

佐野地区剣道連盟会長

元南中学校・城東中学校・北中学校校長

剣道教士七段

中
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第 ３２回さの秀郷まつり
２日間にわたり盛大に開催♪

　９月２８日 ㈯ ・２９日 ㈰ 、 市役所周辺で 「第３２回さの秀郷ま

つり」 が開催されました！

　初日は、さの秀郷太鼓保存会の皆さんによる和太鼓演奏がオー

プニングを飾り、 お祭りがスタート。 メインステージでは 「さの

まる」が登場し、来場者と一緒に「ちびっこさのまる音頭」を踊り、

会場はスタートから大いに盛り上がりを見せていました。

　午後５時からは恒例の市民総おどりで駅前通りを大勢の参加者

で練り歩き、 佐野秀郷ねぶた巡行も行われました。

　2 日目は、 お祭りのメインＭＣ 「ワンクッション」 のお笑いライ

ブで幕を開け、親善都市である滋賀県彦根市のキャラクター 「ひ

こにゃん」 も駆けつけ、 お祭りを盛り上げていただきました。

　そして、 お祭りのメインイベント 「みこし ・ おはやし巡行」 で会

場の熱気が一気に高まり、 メインステージで佐野ブランド大使

DOTAMA さんによるパフォーマンスで祭りのフィナーレを迎え

ました。

　１０月５日 ㈯ 、郷土博物館にて、劇団ゆいの皆さんによる人形劇「秀郷の

むかで退治」が開催されました。この公演は当館で第７８回の企画展である「戦

国時代を生き抜いた『佐野氏と唐沢城』」が始まり、その初日の記念行事とし

て行われました。

　この人形劇は、当館で初めて行われた人形劇ワークショップで、一般市民の

参加者の方々とともに、台本はもちろんのこと、音楽や衣装、そのほか全てを

皆さんが一丸となって作り上げた手作りの作品です。

　短い物語の中、秀郷がむかで退治をした様子を音楽と人形が一体となって作

られていて、来場者の皆さんも楽しい時間を過ごしていました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市民記者　葛貫郁子）

人 形劇 「秀郷のむかで退治」
手作りの作品
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